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岡 本綺堂 



しん ようせい けん 

清の 雍正十 年 六月の 夜に 大 雷雨が おこって、 献 県の 

県 城の 西に ある 某 村で は、 村民な にがしが 落雷に 撃た 

れて 死んだ。 

g という 県令が 出張して、 その 死体 を 検視した が、 

それから 半月の 後、 突然 ある 者 を 捕えて 訊問した。 

「おまえ は 何のた めに 火薬 を 買った の だ」 

「鳥 を 捕る ためで. j ざいます」 

たまぐ すり 

「雀ぐ らい を 撃つ 弾薬なら ば 幾ら もい る 害 はない。 

きん 

おまえ は 何で 二、 三十 斤の 火薬 を 買った の だ」 

「 一 度に 買い込んで、 貯えて 置こうと 思った ので ござ 

レ ます」 



「おまえ は 火薬 を 買つ てから、 まだ ひと 月に もなら な 

い。 多く 費した としても、 一斤 か 二 斤に 過ぎない 害 だ 

が、 残りの 薬 は どこに 貯えて ある」 

これに は 彼 も 行き詰まって、 とうとう 白状した。 彼 

はかの 村民の 妻と 姦通して いて、 妻と 共謀の 末に その 

夫 を 爆 殺し、 あたかも 落雷で 震 死した ように よそおつ 

たのであった。 その 裁判 落着の 後、 ある 人が 県令に 訊 

いた。 

「あなた はどうして あの 男に 眼 を 着けられ たのです 

ゝ I 

力」 

「火薬 を 爆発 させて 雷と 見せる に は、 どうしても 数十 



たびかさな るので、 鄭 成功 もしまい に は 堪えられ なく 

なって 来た。 且 かれは 清国の 間牒 であると いう 疑い 

も 生じて 来たので、 いっそ 彼 を 殺して しまおうと 思つ 

たが、 前に もい う 通り、 彼 は 武芸に 達して いる 上に、 

一 種の 不死身の ような 妖僧 であるので、 迂闊に 手 を 出 

ちゅうちょ リゅ うこく け，.？ 

す こと を 躊躇して いると、 その 大将の 劉 国 軒が 言つ 

た。 

「よろしい。 その 役目 はわた くしが 勤めましょう」 

劉 はかの 僧 をたず ねて、 冗談の ように 話しかけた。 

「あなたの ような 生き仏 は、 色情の こと はなん にもお 

考えになります まいな」 



力た 

んだ。 それ を 葬る こと 式の ごとくであった。 

それから 一 年 ほど 過ぎた 後、 その 親戚の 者が となり 

の 県で、 彼女と おなじ 女 を 見た。 その 顔 かたちから 

声音まで が 余りによ く i: ている ので、 不意に その 幼な 

名 を 呼びかけ ると、 彼女 は 思わず 振り返つ たが、 又も 

や 足 を 早めて 立ち去った。 

親戚 は 郷里へ 帰って それ を 報告した ので、 両親 も怪 

しんで 娘の 塚 を あけて みると、 果たして 棺 のなか は 空 

になって いた。 そこで、 その ありか を 尋ねて ゆく と、 

わき 

女 は 両親 を識ら ない と 言い張って いたが、 その 腋の下 

に 大きい 痣が あるの が 証拠と なって、 彼女 はとうとう 



け、，" じょ う 

景 城の 南に 古寺が あった。 あたりに 人家 もな く、 

とてい 

その 寺に 住職と 二人の 徒弟が 住んで いたが、 いずれも 

ぼんやりした 者 どもで、 わずかに 仏前に 香 火 を 供うる 

の ほかに は 能がない ように 見られた。 

くせもの まつやに 

しかも 彼等 は なかなかの 曲者で、 ひそかに 松脂 を 

買って 来て、 それ を 粉に して 練り あわせ、 紙に まいて 

火 をつ けて、 夜ち ゆうに 高く 飛ばせる と、 その 火の ひ 

かり は 四方 を 照らした。 それ を 望んで 村民が 龃 けつけ 

ると、 住職 も 徒弟 も 戸 を 閉じて 熟睡して いて、 なんに 

も 知らないと いうので ある。 



し ぱい 

又 あるとき は、 戯 場で 用いる 仏 衣 を 買って 来て、 菩 

薩ゃ 羅漢の 形 を よそおい、 月の 明るい 夜に 家 根の 上に 

立ったり、 樹の 蔭に たたずんだ りする 事 も ある。 それ 

を 望んで 蚯け 付ける と、 やはり なんにも 知らない とい 

うので ある。 或る 者が その 話 をす ると、 住職ら は 合掌 

して 答えた。 

「飛んでも ない こと を 仰し やるな。 み 仏 は 遠い 西の 空 

-0- れ でら じ ゴ/? 

にござる。 なんで こんな 田舎の 破 寺に 示現な され ま 

かみ びゃくれん きょう 

しょう ぞ。 お 上で は ただいま 白蓮 教を きびしく 禁じ 

て いられます。 そんな 噂が きこえる と、 われわれ も そ 

とが 

の 邪教 をお こなう 者と 見なされて、 どんなお 咎め を 



訴訟事件に は往々 こうした 秘密が ある。 獄を 断ず る 者 

は 深く 考えなければ ならない。 

飛 天 夜叉 

ゥ ロボ クセィ しんきょう へんぺき 

烏 魯木斉 は 新疆 の 一 地方で、 甚だ 未開 辺 僻の 地で 

ある (筆者、 紀暁嵐 は 曾て この 地に あつたので、 烏魯 

木斉 地方の 出来事 を たくさんに 書いて いる)。 その 

はそう しょうい 

把 総 (軍官 で、 陸軍 少尉の 如き ものである) を 勤めて 

さいりょうとう 

いる 蔡良 棟が 話した。 

この 地方が 初めて 平定した 時、 四方 を 巡回して 南山 



の 深いと ころへ 分け入る と、 日 もよう やく 暮れ かかつ 

て 来た。 見る と、 渓を 隔てた 向う 岸に 人の 影が ある。 

ひょう はしん おい は 

もしゃ 瑪哈沁 (この 地方で いう 追剝 ぎで ある) ではな 

いかと 疑って、 草 むらに 身 を ひそめて 窺う と、 一人の 

軍装 をした 男が 磐石の 上に 坐って、 その そばに は 相貌 

どう あく 

獰 悪の 従卒が 数人 控えて いる。 なに か 言って いるら し 

いが、 遠い のでよ く 聴き 取れない。 

ま I づ 

やがて 一 人の 従卒に 指図して、 石の 洞から 六 人の 女 

を ひき 出して 来た。 女 はみ な 色の 白い、 美しい 者ば か 

りで、 身に はいろ いろの 色彩の ある 美服 を 着けて いた 

が、 いずれも 後ろ手に くくり 上げられて 恐る おそる に 



と、 果たして それが 事実であった ので、 弟 は 面目 を 失つ 

て、 妻 を 捨て、 子 を 捨てて、 どこへ か 夜逃げ をして し 

まった。 その 資産 はと どこお りなく 兄に 引き渡された。 

由来、 滴 血の こと は 遠い 漢 代から 伝えられて いるが、 

経験 ある 老 吏に つ いて 著者の 聞いた ところに 拠る と、 

親身の 者の 血が 一 つに 合う の は 事実で ある。 しかし 冬 

の 寒い 時に、 その 器 を 冷やして 血 を そそぐ か、 あるい 

は 夏の 暑い ときに、 塩と 酢 を もって その 器 を 拭いた 上 

で 血 を そそぐ と、 いずれも その 血が 別々 に 凝結して 一 

つに 寄り合わない。 そういう 特殊の 場合が いろいろ あ 

るから、 迂闊に 滴 血な ど を B ずるの は 危険で あると、 



呂城は 呉の 呂 蒙の 築いた ものである。 河 を はさんで、 

やしろ 

両岸に 二つの 祠が ある。 

かくしぎ 

その 一 つ は 唐の 名将 郭子 儀の 祠 である。 郭子 儀が ど 

うして こんな 所に 祀られ ている のか 判らない。 他の 一 

えんしょう がん リ よう 

つ は 三国 時代の 袁紹 の 部将の 顔 良 を祀 つた もので、 

これ も その 由来 は 想像し かねる が、 土地の 者が 禱 ると 

すこぶる 霊験が あると いうので、 甚だ 信仰され ている。 

それが ために、 その 周囲 十五 里の あいだに は 

かんてい びょう 

関 帝廟 (関 羽を祀 る廟) を 置く こと を 許さない。 顔 良 

は 関 羽に 殺された からで ある。 もし 関 帝廟 を 置けば 必 

ず禍 いが あると 伝えられ ている。 ある 時、 その 土地の 



か も 邏卒が 来合わせて 捕えられた。 

せ いがきよう 

一方の 金 大牙は 清 河 橋の 北へ 落ちて ゆく と、 牧童が 

二 頭の 牛 を 追って 来て、 金に 突き 当って 泥の なかへ 転 

がした ので、 彼 は 怒って その 牧童と 暄嘩を はじめた。 

ここ は 都に 近い 所で、 金 を 見識って いる 者が 土地の 役 

人に 訴えた 為に、 彼 もまた 縛られた。 

とぎ ゆう 

王 も 金 も 回 部の 民で、 みな 屠 牛 を 業と している 者で 

ある。 それが 牛の ために 失敗した の も 因縁であろう。 

.lit を 投げる 男 



あり、 ただ その 事実 を録 する のみで、 議論の 限りで な 

ヽ o 

レ 

節婦 

にんし でん 

任士 田と いう 人が 話した。 その 郷里で、 ある 人が 月 

夜に 路を 行く と、 墓 道の 松 や 柏の あいだに 二人が 並び 

坐して いるの を 見た。 

ひと リは 十六、 七 歳の 可愛らしい 男であった。 他の 

女 は 白い 髪 を 長く 垂れ、 腰 を かがめて 杖 を 持って、 も 

う 七、 八十 歳 以上 かと も 思われた。 



きもん とんこう 

奇門遁 甲の 書と いう ものが 多く 世に 伝えられ ている 

しかも 皆 まことの 伝授で ない。 まことの 伝授 は 口伝の 

数 語に 過ぎない もので、 筆 や 紙で 書き伝え るので はな 

ヽ o 

レ 

とく そうせいえん 

徳 州の 宋清遠 先生 は 語る。 あるとき 友達 をたず ねる 

と、 その 友達 は宋 をと どめて 一 泊 させた。 

「今夜 はいい 月夜 だから、 芝居 を 一 つお 目に かけよう 



そこで、 橙の 実 十 余 個 を 取って 堂 下に ころがして 

置いて、 二人 は 堂に のぼって 酒 を 飲んで いると、 夜 も 

一 一更に 及ぶ ころ、 ひとりの 男が 垣を踰 えて 忍び込んで 

来たが、 彼 は 堂 下 をぐ るぐ る 廻りして、 一 つの 橙に 出 

つまず また 

逢う) J とに、 よろ けて 躓いて、 ようように 跨いで 通る 

のであった。 

それが 初めは 順に 進み、 さらに 曲がって 行き、 逆に 

行き、 百 回 も 二百 回 も 繰り返し ている うちに、 彼は疲 

れ 切って 倒れ伏して しまった。 やがて 夜が 明けた ので、 

友達 は その 男 を 堂の 上に 連れて来て、 おまえ は 何し に 

来たの かと 詰問す ると、 彼 は あやまり 入って 答えた。 
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